
(57)【要約】

【課題】

　制御機器の外でバリスタの取り付け作業ができる制御

機器を提供することにある。

【解決手段】

　制御装置３と内部配線６で接続される外部インターフ

ェース中継端子台４と、外部インターフェース中継端子

台４と外部の設備とを接続する外部配線７とを備え、外

部インターフェース中継端子台４が制御機器１に固定さ

れた本体１３と本体１３にコネクタ構造で取り付けられ

た外部端子コネクタ１４で構成され、外部端子コネクタ

１４にアースバー２０を内蔵させ、内部接点１２とアー

スバー２０とをバリスタ１０で接続した。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 制 御 装 置 と 、 該 制 御 装 置 と 内 部 配 線 で 接 続 さ れ る 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 中 継 端 子 台 と 、
該 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 中 継 端 子 台 と 外 部 の 設 備 と を 接 続 す る 外 部 配 線 と を 備 え た 制 御 機
器 で あ っ て 、 前 記 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 中 継 端 子 台 が 前 記 制 御 機 器 に 固 定 さ れ た 本 体 と 該
本 体 に コ ネ ク タ 構 造 で 取 り 付 け ら れ た 外 部 端 子 コ ネ ク タ で 構 成 さ れ 、 該 外 部 コ ネ ク タ に ア
ー ス バ ー を 内 蔵 さ せ 、 内 部 接 点 と ア ー ス バ ー と を バ リ ス タ で 接 続 し た 制 御 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 本 体 に 内 部 配 線 の コ ネ ク タ を 接 続 す る 内 部 配 線 用 コ ネ ク タ が 設 け ら れ る も の で あ っ
て 、 該 内 部 配 線 用 コ ネ ク タ は プ リ ン ト 板 に 設 け ら れ た 内 部 回 路 を 介 し て 前 記 外 部 端 子 コ ネ
ク タ と の 接 続 部 で あ る 接 続 ピ ン に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 制 御 機 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 外 部 端 子 コ ネ ク タ の 内 部 接 点 数 を 前 記 本 体 の 外 部 端 子 の 接 点 数 と 同 数 に 形 成 し た 請
求 項 １ に 記 載 の 制 御 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 バ リ ス タ が 前 記 ア ー ス バ ー と 内 部 接 点 に 個 々 に 取 り 付 け ら れ る も の で あ る 請 求 項 １
に 記 載 の 制 御 機 器 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 主 と し て 一 般 産 業 ， 通 信 分 野 に お け る 制 御 機 器 に 係 り 、 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー
ス 部 の 静 電 対 策 ， サ ー ジ 対 策 を 施 し た 保 守 作 業 の 容 易 な コ ネ ク タ を 備 え た 制 御 機 器 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 主 に 一 般 産 業 や 通 信 分 野 に お け る 制 御 機 器 は 、 製 品 の 保 護 と 隣 接 製 品 の 保 護 を 行 う た め
に 静 電 対 策 や サ ー ジ 対 策 を 施 す 必 要 が あ る 。 こ の 静 電 対 策 や サ ー ジ 対 策 と し て 、 バ リ ス タ
を 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 端 子 台 の 接 点 部 と 筐 体 に 取 り 付 け た 専 用 ア ー ス バ ー 部 に 取 り 付 け
、 ア ー ス バ ー か ら 筐 体 の 集 合 ク ラ ン プ に 配 線 す る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 〔 特 許 文 献 １ 〕 に は 、 補 助 用 プ リ ン ト 配 線 基 板 に は バ リ ス タ （ 電 子 部 品 ， サ ー ジ 吸 収 素
子 に 相 当 ） が 実 装 さ れ 、 タ ー ミ ナ ル と バ リ ス タ と が 配 線 パ タ ー ン に よ り 電 気 的 に 接 続 さ れ
た 端 子 台 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ８ ２ １ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 端 子 台 の 接 点 部 と 専 用 ア ー ス バ ー に バ リ ス タ を 取 り 付 け る
方 式 は 、 制 御 機 器 内 に 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 端 子 台 と 、 専 用 ア ー ス バ ー を 取 り 付 け た 後 、
バ リ ス タ を 取 り 付 け る 手 順 で 作 業 を 進 め る も の で あ る た め 、 小 型 化 さ れ た 製 品 で は 、 制 御
機 器 内 の 狭 い エ リ ア で の 作 業 と な る た め 作 業 性 は 低 下 し 、 作 業 安 全 上 で も 問 題 点 が あ る 。
ま た 、 バ リ ス タ を 取 り 付 け る 作 業 は 、 比 較 的 大 き な 制 御 機 器 の 場 合 で も 、 数 百 点 の バ リ ス
タ の 取 り 付 け る 必 要 が あ り 、 制 御 機 器 内 の 作 業 性 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 〔 特 許 文 献 １ 〕 に 記 載 の よ う に 、 １ 枚 の プ リ ン ト 板 回 路 に バ リ ス タ と 外 部 端 子 台
を 実 装 す る 方 式 は 、 バ リ ス タ を 交 換 す る 事 態 が 発 生 し た 場 合 は 、 プ リ ン ト 板 全 て を 交 換 し
な け れ ば な ら な く な る 。 ま た 、 外 部 端 子 １ 点 に サ ー ジ 、 あ る い は 静 電 が 発 生 し た 場 合 、 プ
リ ン ト 板 回 路 上 の 全 て の 端 子 部 に 波 及 す る と い う 問 題 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 制 御 機 器 の 外 で バ リ ス タ の 取 り 付 け 作 業 が で き る 制 御 機 器 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 外 部 端 子 の １ 点 部 に 問 題 発 生 し て も 、 全 端 子 部 に 波 及 し な い よ う
に し た 制 御 機 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 制 御 機 器 は 、 制 御 機 器 内 の 制 御 装 置 と 接 続 さ れ る
外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 中 継 端 子 台 を 本 体 と 外 部 端 子 コ ネ ク タ と に ２ 分 割 で き る コ ネ ク タ 構
造 と し 、 取 り 外 し 可 能 な 外 部 端 子 コ ネ ク タ に ア ー ス バ ー を 内 蔵 さ せ 、 内 部 接 点 と ア ー ス バ
ー と を 静 電 対 策 ， サ ー ジ 対 策 用 の バ リ ス タ で 接 続 し た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 作 業 範 囲
に 制 限 が な い 制 御 機 器 外 部 で バ リ ス タ 取 り 付 け 作 業 が 行 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 取 り 外 し 可 能 な 外 部 端 子 コ ネ ク タ に は 、 外 部 端 子 数 と 同 数 の バ リ ス タ 取 り 付 け 用
の 接 点 を 設 け て い る た め 、 接 点 個 々 に 静 電 、 あ る い は サ ー ジ が 発 生 し て 交 換 作 業 が 必 要 と
な っ て も 容 易 に 交 換 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 制 御 機 器 の 静 電 対 策 ， サ ー ジ 対 策 の 低 コ ス ト 化 を 図 る こ と が で き 、 且
つ 保 守 作 業 の 容 易 化 と 保 守 コ ス ト の 低 減 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 例 を 図 １ か ら 図 ６ に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で
あ る 制 御 機 器 の 内 部 実 装 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 制 御 機 器 １ 内 の 奥 行 き 側 に は 、 上 部 側 に 電 源 変 換 機 １ ８ ， 故 障 リ レ ー 回 路 ２ ， 制 御 装 置
３ が 取 り 付 け ら れ 、 中 段 に 無 停 電 装 置 １ ７ ， ト ラ ン ス １ ６ が 取 り 付 け ら れ 、 下 部 側 に 受 電
中 継 端 子 台 １ ９ ， 筐 体 集 合 ア ー ス ５ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 外 部 か ら の 受 電 用 の 受 電 中 継
端 子 台 １ ９ か ら 受 電 し た 電 力 は 、 ト ラ ン ス １ ６ ， 無 停 電 装 置 １ ７ ， 電 源 変 換 機 １ ８ ， 制 御
装 置 ３ の 順 に 電 気 が 流 れ る よ う に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 側 面 の 中 央 部 か ら 下 部 に は 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 中 継 端 子 台 ４ が 設 け ら れ て い る 。 外 部
イ ン タ ー フ ェ ー ス 中 継 端 子 台 ４ と 制 御 装 置 ３ ， 故 障 リ レ ー 回 路 ２ と は 制 御 機 器 の 内 部 配 線
６ で 接 続 さ れ て い る 。 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 中 継 端 子 台 ４ は 、 制 御 機 器 の 外 部 配 線 ７ に よ
り 外 部 と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 制 御 装 置 ３ で は 制 御 演 算 処 理 後 に 、 制 御 機 器 １ が 制 御 す る 対 象 設 備 に 制 御 信 号 を 出 力 し
、 外 部 か ら 必 要 な 情 報 信 号 を 入 力 す る 。 一 般 的 に 外 部 か ら の サ ー ジ は 、 制 御 機 器 の 外 部 配
線 ７ を 伝 わ っ て 制 御 機 器 １ 内 に 侵 入 す る の で 、 制 御 機 器 １ 内 の 機 器 を サ ー ジ か ら 保 護 す る
た め 、 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 中 継 端 子 台 ４ が 制 御 機 器 １ に 実 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 中 継 端 子 台 ４ は 、 図 ２ か ら 図 ４ に 示 さ れ る よ う に コ ネ ク タ 構 造 と
な っ て い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 中 継 端 子 台 ４ は 、 外 部
端 子 コ ネ ク タ １ ４ と 本 体 １ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 体 １ ３ に は 外 部 接 点 １ １ が 設 け ら れ 、 外 部 接 点 １ １ は 内 外 部 接 点 接 続 ピ ン ２ ２ が 設 け
ら れ て い る 。 本 体 １ ３ の 外 部 接 点 １ １ と は 反 対 側 に 内 部 配 線 用 コ ネ ク タ １ ５ が 取 り 付 け ら
れ 、 内 部 配 線 用 コ ネ ク タ １ ５ は プ リ ン ト 板 ２ ３ と 接 続 さ れ て い る 。 プ リ ン ト 板 ２ ３ に は 内
部 回 路 ２ ５ が 設 け ら れ 、 内 部 回 路 ２ ５ は 内 部 接 点 接 続 ピ ン ２ ４ と 接 続 さ れ て い る 。 内 部 配
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線 用 コ ネ ク タ １ ５ に は 制 御 機 器 の 内 部 配 線 ６ が 設 け ら れ た コ ネ ク タ ２ ６ を は め 込 む こ と に
よ り 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 外 部 端 子 コ ネ ク タ １ ４ に は 内 外 部 接 点 接 続 ピ ン ２ １ が 、 本 体 １ ３ の 内 外 部 接 点 接 続 ピ ン
２ ２ と 内 部 接 点 接 続 ピ ン ２ ４ の 位 置 に 対 応 し て ２ 箇 所 設 け ら れ 、 ２ 箇 所 に 設 け ら れ た 内 外
部 接 点 接 続 ピ ン ２ １ 同 士 は 接 続 さ れ て い る 。 外 部 端 子 コ ネ ク タ １ ４ の 内 部 接 点 接 続 ピ ン
２ ４ に 対 応 す る 位 置 に は 内 蔵 ア ー ス バ ー ２ ０ が 設 け ら れ 、 内 外 部 接 点 接 続 ピ ン ２ １ に 接 続
し た 内 部 接 点 １ ２ が 設 け ら れ て 内 蔵 ア ー ス バ ー ２ ０ と 内 部 接 点 １ ２ と に は バ リ ス タ １ ０ が
取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 外 部 端 子 コ ネ ク タ １ ４ と 本 体 １ ３ と は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 内 外 部 接 点 接 続 ピ ン ２ ２ と
内 部 接 点 接 続 ピ ン ２ ４ に 内 外 部 接 点 接 続 ピ ン ２ １ を は め 込 む こ と に よ り 結 合 さ れ る 。 内 蔵
ア ー ス バ ー ２ ０ の 端 部 は 筐 体 集 合 ア ー ス ５ と 接 合 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 、 本 体 １ ３ に 設 け ら れ た 外 部 端 子 の 接 点 １ １ と 、 外 部 端 子 コ ネ ク タ １ ４ に 設
け ら れ た 内 部 配 線 と 取 り 外 し て 分 離 で き る よ う に し 、 分 離 し て 取 り 外 す こ と が で き る 外 部
端 子 コ ネ ク タ １ ４ に サ ー ジ 対 策 品 で あ る バ リ ス タ １ ０ を 取 り 付 け る 構 造 で あ る の で 、 バ リ
ス タ １ ０ の 取 り 付 け ， 取 り 外 し を 制 御 機 器 の 外 部 で 作 業 で き る 。 こ の た め 、 制 御 機 器 内 の
狭 い エ リ ア で バ リ ス タ の 一 方 の 端 部 と 内 部 配 線 ６ を 重 ね て 内 部 接 点 １ ２ に 取 り 付 け る と い
う 従 来 の 作 業 効 率 の 悪 さ を 改 善 で き る 。 ま た 、 内 部 配 線 を コ ネ ク タ １ ５ ， ２ ６ に よ り 接 続
し て い る の で 、 バ ラ 配 線 か ら 一 括 配 線 接 続 で き る 。 ま た 、 外 部 端 子 コ ネ ク タ を 着 脱 す る こ
と で 、 制 御 機 器 の 外 部 配 線 と 内 部 配 線 と を 機 械 的 ， 電 気 的 に 分 離 ， 結 合 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 外 作 業 に よ り バ リ ス タ １ ０ を 取 り 付 け た 後 、 外 部 端 子 コ ネ ク タ １ ４ を 制 御 機 器 １ に 取 り
付 け ら れ た 本 体 １ ３ に 挿 入 す る と 、 両 端 下 部 の ２ つ の 内 外 部 接 点 接 続 ピ ン ２ １ の 一 方 が 内
部 接 点 接 続 ピ ン ２ ４ と 接 続 さ れ 、 プ リ ン ト 板 ２ ３ 上 の 内 部 回 路 ２ ５ を 経 由 し て 内 部 配 線 用
コ ネ ク タ １ ５ へ 導 通 さ れ る 。 一 方 、 外 部 端 子 コ ネ ク タ １ ４ の 他 方 の 内 外 部 接 点 接 続 ピ ン
２ １ が 内 外 部 接 点 接 続 ピ ン ２ ２ と 接 続 さ れ 、 外 部 配 線 ７ に 導 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 外 部 配 線 ７ か ら 侵 入 し て き た サ ー ジ は 、 外 部 接 点 １ １ ， 内 部 接 点 １ ２ を 経 由 し て 静 電 対
策 あ る い は サ ー ジ 対 策 品 で あ る バ リ ス タ １ ０ に 伝 播 し 、 バ リ ス タ １ ０ で 過 電 圧 に 対 す る 保
護 が 行 わ れ る 。 バ リ ス タ を 経 由 し た サ ー ジ は 、 ア ー ス バ ー ２ ０ に よ り 筐 体 集 合 ア ー ス ５ に
逃 が す こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 内 部 配 線 ６ に サ ー ジ が 伝 わ る の を 防 ぎ 、 制 御 機 器
１ 内 部 へ の サ ー ジ 侵 入 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す 例 で は 、 外 部 配 線 ７ は ３ 本 接 続 さ れ て い る が 、 こ れ ら ３ 本 の 外 部 配 線
は 、 夫 々 別 設 備 と の イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ り 、 例 え ば 設 備 Ａ の サ ー ジ に 対 し 設 備 Ａ 用 の バ
リ ス タ １ ０ が 損 傷 す る が 、 損 傷 し た 設 備 の バ リ ス タ を 保 守 時 に 交 換 す る こ と で よ い 。 こ の
よ う に 、 プ リ ン ト 板 の 回 路 上 に バ リ ス タ を ハ ン ダ 接 続 し て い る 従 来 技 術 で は 、 設 備 Ａ の サ
ー ジ に よ り プ リ ン ト 板 回 路 の 全 て が シ ョ ー ト す る た め 、 設 備 Ｂ ， 設 備 Ｃ 分 の バ リ ス タ も 損
傷 し て モ ジ ュ ー ル 全 部 を 交 換 す る こ と に な る が 、 本 実 施 例 で は モ ジ ュ ー ル 全 部 を 交 換 す る
こ と を 避 け る こ と が で き る 。 ま た 、 取 り 外 し 可 能 な 外 部 端 子 コ ネ ク タ に は 、 外 部 端 子 数 と
同 数 の バ リ ス タ 取 り 付 け 用 の 接 点 を 設 け て い る た め 、 接 点 個 々 に 静 電 、 あ る い は サ ー ジ が
発 生 し て 交 換 作 業 が 必 要 と な っ て も 容 易 に 交 換 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 制 御 装 置 か ら の バ ラ 内 部 配 線 を 一 括 し て コ ネ
ク タ 接 続 で き る 。 バ リ ス タ 取 り 付 け は 、 制 御 機 器 内 で は な く 、 制 御 機 器 の 外 で 作 業 で き 、
一 括 し て 嵌 め 込 む こ と が で き る 。 ま た 、 外 部 端 子 の 接 点 別 に サ ー ジ を バ リ ス タ で カ ッ ト し
、 交 換 も コ ネ ク タ を 分 離 し て 、 バ リ ス タ １ つ を 交 換 し て 結 合 す る こ と で 対 応 で き 全 交 換 し
な く て も 良 く な る 。 制 御 機 器 の 組 立 ・ 配 線 作 業 性 の 向 上 と 、 サ ー ジ 保 護 に 対 し 安 価 で 容 易

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-294130 A 2005.10.20



に 交 換 で き る 制 御 機 器 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 例 え ば 、 本 実 施 例 と 従 来 技 術 と の 効 果 の 比 較 を 示 す 図 ５ か ら 分 る よ う に 従 来 の 作 業 工 数
を 合 計 １ ０ ０ ％ と し た と き に 、 本 実 施 例 で は ４ ０ ％ の 取 り 付 け 作 業 工 数 と な る 。 そ の 内 訳
は 、 従 来 は 専 用 ア ー ス ・ 金 具 取 り 付 け が １ ０ ％ で あ っ た の に 対 し 、 本 実 施 例 で は ０ ％ 、 従
来 は バ リ ス タ 取 り 付 け が ２ ５ ％ で あ っ た の に 対 し 、 本 実 施 例 で は １ ５ ％ 、 従 来 は 内 部 配 線
取 り 付 け が ３ ５ ％ で あ っ た の に 対 し 、 本 実 施 例 で は ５ ％ 、 従 来 は チ ェ ッ ク が ２ ０ ％ で あ っ
た の に 対 し 、 本 実 施 例 で は １ ０ ％ と そ れ ぞ れ 低 減 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 制 御 機 器 の 内 部 実 装 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 実 施 例 の 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 の 平 面 図 。
【 図 ３ 】 本 実 施 例 の 分 離 状 態 の 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 の 縦 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 実 施 例 の 結 合 状 態 の 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 の 縦 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 実 施 例 と 従 来 技 術 と の 効 果 の 比 較 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ … 制 御 機 器 、 ２ … 故 障 リ レ ー 回 路 、 ３ … 制 御 装 置 、 ４ … 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 中 継 端
子 台 、 ５ … 筐 体 集 合 ア ー ス 、 ６ … 内 部 配 線 、 ７ … 外 部 配 線 、 １ ０ … バ リ ス タ 、 １ １ … 外 部
接 点 、 １ ２ … 内 部 接 点 、 １ ３ … 本 体 、 １ ４ … 外 部 端 子 コ ネ ク タ 、 １ ５ … 内 部 配 線 用 コ ネ ク
タ 、 １ ６ … ト ラ ン ス 、 １ ７ … 無 停 電 装 置 、 １ ８ … 電 源 変 換 機 、 １ ９ … 受 電 中 継 端 子 台 、
２ ０ … ア ー ス バ ー 、 ２ １ ， ２ ２ … 内 外 部 接 点 接 続 ピ ン 、 ２ ３ … プ リ ン ト 板 、 ２ ４ … 内 部 接
点 接 続 ピ ン 、 ２ ５ … 内 部 回 路 、 ２ ６ … コ ネ ク タ 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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